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韓国の引っ越し祝い
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　先月号で、韓国の引っ越しでは、はしご車を使うことや梱包から荷
解きまで業者にすべてお任せする文化を紹介しました。今回はこの
続きで、韓国の引っ越し後の文化を紹介します。

　韓国では新居への引っ越しの片付けが終わってから、友人や知人
を招待し、食事のおもてなしやパーティーを開く「집들이（ジップヅゥ
リ・引っ越し祝い）」を行います。昔はお供え物を用意して家内安全
を願う儀式でしたが、現在では知人と食事しながら新居への引っ越
しを祝う程度になりました。

　韓国で代表的な引っ越し祝いの贈り物はトイレットペーパーで
す。トイレットペーパーを贈る理由は、新しい家がきれいに長持ちす
るように、トイレットペーパーのように家事もスラスラとうまくいくよ
うにという願いが込められています。生活用品として毎日使用するト
イレットペーパーは実用的な贈り物で、もしお客さん同士でプレゼン
トが重なっても構わないメリットもあるので、贈り物として重宝され
ています。

池坊紫垣　寛子
し　がき ひろ　こ

ジェーン・スー／著
『へこたれてなんか
いられない』
中央公論新社

養老孟司、久石譲／著
『脳は耳で感動する』
実業之日本社

島本理生／著
『天使は見えないから、

描かない』
新潮社刊

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和７年２月 貸出開始資料から

●その他の本　脳は耳で感動する(養老孟司、久石譲／著)　「数字がこわい」がなくなる本(堀口智之
／著)　つい他人を優先してしまうお人好しさんのためのじょうずな断り方(時田ひさ子／著)　 若杉ば
あちゃんの野草料理(若杉友子／著)　 偉人の生き延び方(栗下直也／著)　

●随筆・詩などの文学　へこたれてなんかいられない(ジェーン・スー／著) 　老人初心者の青春
(阿川佐和子／著)　 ラスト１行でわかる名作300選(斎藤美奈子／著)

●小説　天使は見えないから、描かない(島本理生／著)　泡の子(樋口六華／著)　 Ｃ線上のアリア(湊
かなえ／著)　しらゆきの果て(澤田瞳子／著)　 ものごころ(小山田浩子／著)　 目には目を(新川帆立
／著)　風待荘へようこそ(近藤史恵／著)　 戦国千手読み(堺屋太一／著)　動物工場(ノヴァイオレッ
ト・ブラワヨ／著)　 月射病(ジョルジュ・シムノン／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

6
13
20
27

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

4月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

　こどもの読書週間を記念して、幼児から楽しめるおはなしの広場を２日間開催します。
おはなし会のほかに、工作もあります。

　土家由岐雄／作「かわいそうなぞう」、須賀敦子／著「ユルスナールの靴」ほか、
春の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定です。文芸作品を耳で
味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。

４月19日

４月20日

10：30～10：50
14：00～14：40
10：30～11：00
11：10～11：40
14：00～15：00

ひよこのおはなし会
工作と読み聞かせ

"いないいないばあのおはなし会"
（同じ内容）
太宰府おはなし会 春のおはなし会

２歳～
幼児～

幼児～

幼児～

日　時 内　容 対　象
日　時　４月19日㈯・20日㈰
　　　　午前10時30分～
場　所　市民図書館　
　　　　おはなしコーナー
対象者　2歳～

日　時　４月20日㈰　午後２時30分～４時（途中休憩あり）　対　象　大人　　定　員　40人
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室　講　師 （実演）朗読紫苑の会

「おはなしの広場」を開催します

「春の朗読会」を開催します
※詳しくは市民図書館ホームページに掲載しています。

無料

無料

図書館からのお知らせ
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